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頼
瑜
僧
正
の
「
十
巻
章
」
の
注
釈
書
に
見
え
る

異
読
に
つ
い
て
（
二
）
　─
『
声
字
実
相
義
』
そ
の
一
─小

林

靖

典

は
じ
め
に

　『
現
代
密
教
』
第
三
二
号
で
は
、
中
性
院
頼
瑜
僧
正
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）
の
弘
法
大
師
空
海
（
以
下
、
空
海
）
の
『
即
身

成
仏
義
』
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ
る
『
即
身
義
顕
得
鈔
』
と
そ
の
論
義
書
で
あ
る
『
即
身
義
愚
草
』
の
中
で
、『
即
身
成
仏
義
』
本

文
の
訓
じ
方
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
箇
所
を
抽
出
し
、
そ
の
文
を
頼
瑜
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
た
の
か
を
、
道
範
（
一
一
七
八

～
一
二
五
二
）
と
杲
寶
（
一
三
〇
六
～
一
三
六
二
）・
賢
寶
（
一
三
三
三
～
一
三
九
八
）
と
宥
快
（
一
三
四
五
～
一
四
一
六
）
等
の

解
釈
と
比
較
し
な
が
ら
論
じ
た
。
そ
こ
で
本
稿
も
ま
た
、『
即
身
成
仏
義
』
と
同
様
に
空
海
の
『
声
字
実
相
義
』
本
文
の
訓
じ
方
に

つ
い
て
、
頼
瑜
の
解
釈
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　『
声
字
実
相
義
』
の
注
釈
書
・
論
義
書
で
あ
る
、
頼
瑜
の
『
声
字
義
開
秘
鈔
』
と
『
声
字
義
愚
草
』
を
探
査
し
た
結
果
、
四
つ
の

文
章
に
対
し
て
訓
じ
方
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
箇
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
そ
れ
ら
の
文
章
に
つ
い
て
、
順
に
鎌
倉
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期
の
学
匠
等
が
ど
の
よ
う
な
解
釈
を
し
て
い
る
の
か
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
頼
瑜
を
含
め
た
こ
れ
ら
の
学
匠
た
ち
の

解
釈
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
こ
と
と
す
る
。

一
、「
声
字
実
相
三
種
区
別
名
義
」

イ
、
頼
瑜
の
解
釈

　
こ
の
『
声
字
実
相
義
』
の
文
に
つ
い
て
、
頼
瑜
は
『
声
字
義
開
秘
鈔
』
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

「
声
字
実
相
の
三
種
、
区
に
別
れ
た
る
を
義
と
名
づ
く
」

「
声
字
実
相
」
等
と
は
、
此
の
下
は
題
中
の
「
義
」
の
字
を
釈
す
な
り
。「
区
」
と
は
区
分
の
義
。「
別
」
と
は
簡
別
の
義
な
り
。

今
此
彼
の
三
種
を
区
分
簡
別
す
る
が
故
に
「
義
」
と
号
す
る
な
り
。

或
い
は
又
た
未
だ
必
ず
し
も
題
の
中
の
一
字
を
釈
せ
ず
。
惣
じ
て
名
と
義
と
を
分
別
し
て
結
成
す
る
な
り
。「
名
」
と
は
能
詮

の
声
字
な
り
。「
義
」
と
は
所
詮
の
実
相
な
り
。
謂
く
声
字
は
仮
、
実
相
は
実
な
り
。
亦
た
仮
の
中
に
声
は
実
、
字
は
仮
に
し

て
是
れ
色
處
と
法
處
と
の
摂
別
な
り
。
故
に
「
三
種
区
別
名
義
」
と
云
う
な
り
。

文
点
を
両
方
知
ん
ぬ
べ
し
〈
矣
〉。
二
義
の
中
に
前
解
を
正
と
為
。
釈
名
の
文
な
る
が
故
に
。

�

（『
真
言
宗
全
集
』
第
一
四
巻
、
五
七
頁
・
上
段
）

　
頼
瑜
が
こ
こ
で
論
じ
て
い
る
の
は
、「
声
字
実
相
三
種
区
別
名
義
」
と
い
う
文
は
、
一
つ
に
は
『
声
字
実
相
義
』
と
い
う
題
名
の

中
の
「
義
」
の
一
字
を
釈
し
た
も
の
で
、「
義
」
と
は
〈
声
〉〈
字
〉〈
実
相
〉
を
弁
別
す
る
意
味
で
あ
る
と
い
う
理
解
。
も
う
一
つ
は
、
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題
名
の
中
の
「
義
」
の
字
を
釈
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
文
に
「
名
義
」
と
あ
る
の
は
、「
名
」
と
は
能
詮
の
〈
声
字
〉
で
あ

り
仮
で
あ
る
と
し
、「
義
」
と
は
所
詮
の
〈
実
相
〉
で
あ
り
実
で
あ
る
と
す
る
理
解
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
の
理
解
に
よ
れ
ば
、

「
声
字
実
相
の
三
種
、
区
に
別
れ
た
る
を
義
と
名
づ
く
」
と
訓
ず
る
こ
と
、
後
者
に
よ
れ
ば
「
声
字
実
相
の
三
種
、
名
と
義
と
に
区

別
す
」
と
訓
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
頼
瑜
は
こ
の
二
通
り
の
訓
じ
方
を
示
し
た
上
で
、「
二
義
の
中
に
前
解
を
正

と
為
」
と
し
て
、
前
者
の
理
解
に
よ
る
訓
じ
方
が
正
し
い
と
し
た
。

ロ
、
杲
寶
・
賢
寶
の
解
釈

　
そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
頼
瑜
に
前
後
す
る
学
匠
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
た
か
を
確
認
し
て
い
く
。

　
道
範
の
『
声
字
実
相
義
抄
』
の
当
該
箇
所（
１
）に
は
、
残
念
な
こ
と
に
特
に
訓
じ
方
に
つ
い
て
の
論
及
は
な
い
。
そ
こ
で
東
寺
の
杲
寶

口
・
賢
寶
記
の
『
声
字
実
相
義
口
筆
』
を
見
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
述
し
て
い
る
。

「
声
字
実
相
の
三
種
、
区
に
別
れ
た
る
を
義
と
名
づ
く
」

「
声
字
実
相
」
等
と
は
「
義
」
の
字
を
釈
す
。「
義
」
の
字
、
種
種
の
所
因
有
り
。
今
の
釈
は
区
別
を
義
と
名
づ
く
。
義
科（
２
）と
云

う
が
如
く
、
此
の
意
な
り
。

或
る
了
簡
に
云
く
、
声
字
実
相
の
三
種
を
以
て
名
と
義
と
を
別
つ
。
声
字
は
能
詮
の
名
、
実
相
は
所
詮
の
義
な
り
。
題
の
「
義
」

の
字
を
釈
す
る
に
は
非
ず
と
。

「
区
別
を
義
と
名
づ
く
」
と
、
之
れ
を
訓
ず
べ
し
。

�
（『
真
言
宗
全
集
』
第
一
四
巻
、
一
二
九
頁
・
上
段
）
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と
、
杲
寶
・
賢
寶
は
「
声
字
実
相
三
種
区
別
名
義
」
の
文
は
、
論
題
の
中
の
「
義
」
の
一
字
を
解
釈
し
て
い
る
文
と
す
る
説
と
、
声

字
と
実
相
と
を
名
と
義
に
区
別
す
る
文
で
あ
る
と
の
二
説
を
挙
げ
、
前
者
を
正
説
と
し
て
お
り
、
頼
瑜
の
『
声
字
義
開
秘
鈔
』
と
同

様
の
解
釈
を
し
て
い
る
。

ハ
、
宥
快
の
解
釈

　
最
後
に
宥
快
は
、『
声
字
実
相
義
研
心
鈔
』
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
述
し
て
い
る
。

「
声
字
実
相
の
三
種
、
区
に
別
れ
た
る
を
義
と
名
づ
く
」〈
矣
〉。
是
れ
は
「
義
」
の
字
の
釈
な
り
。
此
の
一
字
、
正
し
く
能
釈

の
書
の
名
に
當
る
。
─
中
略
─

或
る
一
義
に
云
く
〈
頼
瑜
〉、
今
の
御
釈
、
未
だ
必
ず
し
も
題
の
中
の
「
義
」
の
字
を
釈
せ
ず
と
。

�

（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
一
七
巻
、
四
三
八
頁
・
下
～
上
段
の
取
意
）

　
こ
の
中
で
宥
快
も
、「
此
の
一
字
、
正
し
く
能
釈
の
書
の
名
に
當
る
」
と
述
べ
て
、
頼
瑜
や
杲
寶
・
賢
寶
と
同
様
に
『
声
字
実
相
義
』

の
論
題
の
「
義
」
を
解
釈
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
、「
或
る
一
義
に
云
く
〈
頼
瑜

0

0

〉」
と
し
て
、
論
題
の
「
義
」
を
解
釈
す
る
も
の

で
は
無
い
と
の
説
、
す
な
わ
ち
声
字
と
実
相
と
を
名
と
義
に
区
別
す
る
文
で
あ
る
と
の
説
を
挙
げ
て
、
こ
れ
を
頼
瑜
の
説
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
確
か
に
こ
れ
は
頼
瑜
が
挙
げ
て
い
た
説
で
あ
る
が
、
頼
瑜
は
こ
の
説
を
正
説
と
し
て
お
ら
ず
、
こ
こ
に
何
の
補
足
説
明

も
な
く
、
た
だ
単
に
頼
瑜
の
名
を
記
す
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
も
の
と
い
え
る
。
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ニ
、
小
結

　
以
上
、
頼
瑜
と
杲
寶
・
賢
寶
と
宥
快
に
お
け
る
、「
声
字
実
相
三
種
区
別
名
義
」
の
文
の
訓
じ
方
に
対
す
る
解
釈
を
見
て
き
た
。

こ
れ
ら
三
者
の
核
と
な
っ
て
い
る
議
論
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
「
声
字
実
相
三
種
区
別
名
義
」
の
文
が
、『
声
字
実
相
義
』
と
い
う
論

題
の
「
義
」
に
つ
い
て
解
釈
し
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
声
字
と
実
相
と
を
名
と
義
に
区
別
す
る
と
い
う
も
の
な
の
か
を
判
断

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
前
者
の
解
釈
に
立
つ
な
ら
ば
、「
声
字
実
相
の
三
種
、
区
に
別
れ
た
る
を
義
と
名
づ
く
」
と
訓
じ
、

後
者
の
解
釈
に
立
つ
な
ら
ば
、「
声
字
実
相
の
三
種
、
名
と
義
と
に
区
別
す
」
と
訓
ず
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
結
果
、
三
者
と
も

前
者
の
解
釈
に
よ
る
訓
じ
方
を
採
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

　
そ
こ
で
参
考
ま
で
に
、『
弘
法
大
師
全
集
』・『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』・
智
山
版
『
十
巻
章（
３
）』

の
読
み
を
掲
げ
て
お
く
。

「
声
字
実
相
三
種
区
別
名
義
」

声
と
字
と
実
相
と
の
三
種
、
区
別
な
れ
ば
義
と
名
づ
く
。

�

（『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
巻 

三
六
頁
）

声
と
字
と
実
相
と
の
三
種
、
区
に
別
れ
た
る
を
義
と
名
づ
く
。

�

（『
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
輯 

五
二
二
頁
）

�
（
智
山
版
『
十
巻
章
』
本
文
編 

二
七
頁
・
訓
読
編 

二
九
頁
）
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二
、「
等
正
覚
真
言
　
言
名
成
立
相
　
如
因
陀
羅
宗
　
諸
義
利
成
就
」

イ
、
頼
瑜
の
解
釈

　
こ
の
本
文
に
つ
い
て
、
頼
瑜
は
『
声
字
義
愚
草
』
巻
上
の
「
諸
義
利
成
就
法
則
中
可
属
何
文
乎（
４
）」

と
い
う
論
義
の
中
で
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
論
ず
る
。

問
う
、
経
に
引
く
所
「
諸
義
利
成
就
」
と
文
り
。
今
、
此
の
一
句
は
法
と
譬（
５
）の

中
、
何
れ
に
属
す
べ
き
文
な
る
乎
。

答
う
、
釈
に
云
く
「
故
に
頌
の
中
に
喩
を
引
い
て
如
因
陀
羅
宗
諸
義
利
成
就
と
説
く（
６
）」

と
文
り
。
譬
説
に
属
す
文
な
り
。

今
之
れ
に
付
き
、
釈
文
を
驚
か
し
経
文
の
起
尽
を
見
る
に
、
上
に
「
如
来
真
言
言（
７
）名
成
立
」
を
挙
ぐ
と
雖
も
、
未
だ
多
義
を
含

む
こ
と
を
顕
ぜ
ず
。
所
以
に
第
四
の
句（
８
）、
還
っ
て
前
の
「
言
名
成
立
」
の
多
義
を
含
む
こ
と
を
釈
す
る
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
、

唯
だ
第
三
の
句（
９
）の

み
譬
説
と
為
す
べ
し
乎
。
是
れ
を
以
て
疏
家
の
釈
の
中
に
、
此
の
旨
を
存
す
と
見
え
た
り
。
爾
ら
ば
何
ん
。

答
う
、
凡
そ
経
文
幽
玄
に
し
て
釈
義
一
に
非
ず
。
宗
家
の
御
意
は
帝
釈
の
声
論
の
一
言
含
衆
の
義
を
以
て
、
如
来
真
言
に
無
辺

の
義
理
を
具
す
こ
と
を
譬
う
な
り
。「
因
陀
羅
宗
」
と
は
声
論
を
指
す
な
り
。
疏
家
の
御
意
は
法
説
の
中
に
「
言
名
成
立
」
を

挙
ぐ
と
雖
も
、
未
だ
義
理
具
足
の
旨
を
述
べ
ざ
る
が
故
に
、「
諸
義
理マ
マ

成
就
」
の
句
を
以
て
合
説
と
為
す
歟
。
各
の
一
義
に
拠

っ
て
並
び
に
相
違
せ
ざ
る
耳
。
文
点
、
随
っ
て
二
様
な
り）
10
（

。『
疏
』
の
意
に
云
く
、「
因
陀
羅
宗
の
如
く
、
諸
義
理マ
マ

成
就
す
」。

今
の
釈
の
意
に
云
く
、「
因
陀
羅
宗
の
諸
義
理マ
マ

成
就
す
る
が
如
く
な
り
」。
�

（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
一
七
巻
、
三
四
四
頁
・
上
～
下
段
）
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こ
の
論
義
は
、『
声
字
実
相
義
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
大
日
経
』
の
「
諸
義
利
成
就
」
の
句
は
、
譬
喩
に
よ
っ
て
い
い
表
さ
れ

る
法
（
法
説
）
な
の
か
、
そ
れ
と
も
譬
喩
（
譬
説
）
な
の
か
を
論
ず
る
も
の
で
、
頼
瑜
の
立
場
は
、「
諸
義
利
成
就
」
の
句
は
譬
喩

で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
議
論
が
起
こ
る
原
因
は
、『
大
日
経
』
の
「
如
因
陀
羅
宗
諸
義
利
成
就
」
の
句
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
、

『
大
日
経
疏
』
と
『
声
字
実
相
義
』
と
の
文
脈
に
相
違
（
文
章
が
前
後
し
て
い
る
こ
と
）
が
見
ら
れ
る
こ
と
等
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

『
大
日
経
疏
』
に
は
、

「
如
因
陀
羅
宗
」
と
は
、
因
陀
羅
是
れ
天
帝
釈
の
異
名
な
り
。
帝
釈
、
自
ら
声
論
を
造
っ
て
、
能
く
一
言
に
於
い
て
具
に
衆
義

を
含
ず
。
故
に
引
い
て
以
て
証
と
為
。
世
間
の
智
慧
す
ら
猶
尚
し
此
の
如
し
。
何
ぞ
況
ん
や
如
来
の
法
に
於
い
て
自
在
な
る
を

耶
。

「
諸
義
利
成
就

0

0

0

0

0

」
と
は

0

0

、
謂
く
如
来
の
真
言
は
、
一
一
の
言
に
於
い
て
皆
な
具
に
能
く
一
切
の
義
利
を
成
就
す
。

�

（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
九
巻
、
六
四
九
頁
、
下
段
）

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
難
方
は
、
こ
の
『
大
日
経
疏
』
の
文
脈
に
よ
る
な
ら
ば
、「
等
正
覚
真
言
言
名
成
立
相
」
と
い
う
第
一
・
二

句
に
は
、
多
義
を
含
む
こ
と
が
顕
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
第
四
の
句
の
「
諸
義
利
成
就
」
の
釈
に
「
如
来
の
真
言
は
、
能
く
一
切

の
義
利
を
成
就
す
」
と
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
一
・
二
句
に
多
義
あ
る
こ
と
を
顕
す
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
な

ら
ば
、
第
三
の
「
如
因
陀
羅
宗
」
の
句
だ
け
が
譬
喩
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
、「
如
因
陀
羅
宗
諸
義
利
成
就
」
の
二
句
は
、「
因

陀
羅
宗
の
如
く
、
諸
義
利
成
就
す
」
と
、
訓
ず
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
答
方
（
頼
瑜
の
立
場
）
は
、
こ
の
『
大
日
経
疏
』
の
文
を
『
声
字
実
相
義
』
に
引
用
し
て
、

故
に
頌
の
中
に
喩
を
引
い
て
、「
如
因
陀
羅
宗
諸
義
利
成
就
」
と
説
く
。「
因
陀
羅
」
は
亦
た
顕
密
の
義
を
具
す
。
顕
の
義

0

0

0

に
云

わ
く
、
帝
釈
の
異
名
な
り
。「
諸
義
利
成
就

0

0

0

0

0

」
と
は

0

0

、【
天
帝
、
自
ら
声
論
を
造
っ
て
、
能
く
一
言
に
於
い
て
具
に
衆
義
を
含
ず
。

故
に
引
い
て
以
て
証
と
為
。
世
間
の
智
慧
す
ら
猶
尚
し
此
の
如
し
。
何
に
況
ん
や
如
来
の
法
に
於
い
て
自
在
な
る
を
耶
】。
若

し
秘
密
の
釈

0

0

0

0

を
作
さ
ば
、【
一
一
の
言
、
一
一
の
名
、
一
一
の
成
立
に
各
の
能
く
無
辺
の
義
理
を
具
す
】。

�

＊
【
　
】
は
、『
大
日
経
疏
』
か
ら
の
引
用
文
。

と
説
い
て
い
る
意
図
に
着
目
す
る
。
す
な
わ
ち
頼
瑜
は
、『
声
字
実
相
義
』
に
「
頌
の
中
に
喩
を
引
い
て
如0

因
陀
羅
宗
諸
義
利
成
就

0

0

0

0

0

と
説
く
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、「
如
因
陀
羅
宗
」
と
「
諸
義
利
成
就
」
の
二
句
を
譬
喩
と
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、『
大
日
経
疏
』

で
は
「
如
因
陀
羅
宗
」
を
釈
し
て
い
た
【
天
帝
、
自
ら
声
論
を
造
っ
て
、
～
如
来
の
法
に
於
い
て
自
在
な
る
を
耶
】
の
文
を
、『
声

字
実
相
義
』
で
は
「
諸
義
利
成
就
と
は

0

0

0

0

0

0

0

」
の
語
句
の
位
置
を
変
え
て
、
第
四
の
「
諸
義
利
成
就
」
を
釈
す
る
文
と
し
て
い
る
こ
と
の

二
点
に
よ
っ
て
、
空
海
は
「
諸
義
利
成
就
」
の
句
を
譬
喩
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
し
、
そ
れ
故
、
こ
の
頌
の
第
三
と
第
四
の
二
句

の
訓
じ
方
は
「
因
陀
羅
宗
の
諸
義
利
成
就
す
る
が
如
く
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
に
よ
り
、『
大
日
経
疏
』
の
文
脈
に
従
え
ば
、「
諸
義
利
成
就
」
の
句
は
法
説
の
意
で
あ
り
、「
因
陀
羅
宗
の
如
く
、

諸
義
利
成
就
す
」
と
訓
じ
、『
声
字
実
相
義
』
の
文
脈
に
従
え
ば
、「
諸
義
利
成
就
」
の
句
は
譬
喩
の
意
で
あ
り
、「
因
陀
羅
宗
の
諸

義
利
成
就
す
る
が
如
く
」
と
訓
ず
る
こ
と
に
な
る
と
し
、
今
は
『
声
字
実
相
義
』
の
中
で
こ
の
両
句
を
読
む
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、

後
者
の
訓
じ
方
に
立
つ
べ
き
と
す
る
の
で
あ
る
。
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し
か
し
頼
瑜
は
、『
声
字
義
愚
草
』
と
同
様
に
『
大
日
経
疏
』
と
『
声
字
実
相
義
』
の
文
脈
に
従
う
二
通
り
の
訓
じ
方
を
認
め
た

上
で
、
こ
れ
と
は
別
に
『
声
字
義
開
秘
鈔
』
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
説
い
て
い
る
。

疏
の
釈
に
は
、
但
だ
第
三
の
句
を
以
て
譬
と
為
、
第
四
の
句
を
合
と
為
。
今
の
釈
は
二
句
同
じ
く
譬
と
為
。「
故
に
頌
の
中
に

喩
を
引
く
」
等
と
云
う
。
文
点
、
随
っ
て
両
方
な
り
。

又
た
第
四
の
句
、
顕
密
の
釈
に
准
ぜ
ば
、
此
の
一
句
は
法
譬
に
通
ず
る
歟
。
此
の
一
句
に
於
て
再
び
之
れ
を
読
め
。
例
せ
ば
『
唯

識
論
』
の
中
に
「
由
此
有
諸
趣
」
の
「
此）
11
（

」
の
字
を
再
び
読
む
が
如
し
。
又
た
『
釈
論
』
の
「
能
所
平
等
」
の
本
文
の
如
し
。

�

（『
真
言
宗
全
書
』
第
一
四
巻
、
六
六
頁
、
上
段
）

　『
声
字
実
相
義
』
に
「
因
陀
羅
は
亦
た
顕
密
の
義
を
具
す
。
顕
の
義
に
云
わ
く
」
と
、
ま
た
「
若
し
秘
密
の
釈
を
作
さ
ば
」
と
論

述
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、「
諸
義
利
成
就
」
の
句
は
、
顕
の
釈
義
に
よ
れ
ば
譬
説
、
秘
密
の
釈
義
に
よ
れ
ば
法
説
と
な
り
、
こ
の

句
は
法
説
と
譬
説
に
通
じ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
頌
は
「［
等
正
覚
の
真
言
の
言
名
成
立
の
相
は
、］
因
陀
羅
宗
の
諸
義
利
成
就
せ

る
が
如
く
、
諸
義
利
成
就
せ
り
」
と
も
読
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
様
に
あ
る
一
つ
の
字
句
を
二
度
読
む
訓
じ
方
は
、
他
に
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
、
一
例
と
し
て
『
成
唯
識
論
』
の
「
由
此
有0

諸
趣
及
涅
槃
証
得）
12
（

」
と
説
か
れ
て
い
る
文
を
、
伝
統
的
に
「
此
れ

い
い
有
る

0

0

に
由
っ
て
、
諸
趣
と
及
び
涅
槃
を
証
得
す
る
も
の
と
有
り

0

0

」）
13
（

と
、「
有
」
の
字
を
二
度
読
む
訓
じ
方
を
挙
げ
て
い
る
。
ま

た
別
の
理
由
と
し
て
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
「
能
所
平
等
門
」
に
「
能
証
の
正
智
と
所
証
の
如
理
と
平
等
一
体
に
し
て
差
別
無
し）
14
（

」

と
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
、
こ
れ
と
同
様
に
能
説
の
譬
喩
と
所
説
の
法
と
は
平
等
一
体
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
「
諸
義
利
成
就
」
の
句

は
譬
説
と
法
説
と
に
も
通
じ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
法
と
譬
喩
の
両
方
に
通
じ
て
い
る
と
の
頼
瑜
の
理
解
は
、『
声
字
実
相
義
愚
草
』
に
も
「
各
の
一
義
に
拠
っ
て
並
び

に
相
違
せ
ざ
る
耳
。
文
点
、
随
っ
て
二
様
な
り）
15
（

」
と
論
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
今
は
「
如
因

陀
羅
宗
諸
義
利
成
就
」
の
句
を
『
声
字
実
相
義
』
の
文
と
し
て
読
む
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
「
因
陀
羅
宗
の
諸
義
利
成
就
す
る

が
如
く
」
と
、
訓
ず
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

ロ
、
杲
寶
・
賢
寶
の
解
釈

　
つ
ぎ
に
他
の
学
匠
の
解
釈
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
道
範
の
『
声
字
実
相
義
抄
』
の
当
該
箇
所）
16
（

に
は
文
点
に
関
す
る
論
及
は
な

い
。
そ
こ
で
東
寺
の
杲
寶
・
賢
寶
に
眼
を
移
せ
ば
、『
声
字
実
相
義
口
筆
』
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
述
す
る
。

「
如
因
陀
羅
宗
」
と
は
喩
を
挙
ぐ
る
な
り
。
─
中
略
─
「
諸
義
利
成
就
」
と
は
法
に
約
す
る
な
り
。

�

（『
真
言
宗
全
書
』
第
一
四
巻
、
一
四
〇
頁
・
上
段
の
取
意
）

　
こ
の
『
声
字
実
相
義
口
筆
』
に
は
、
こ
の
二
句
に
お
け
る
訓
じ
方
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
論
及
は
な
い
が
、
明
確
に
「
如
因
陀
羅

宗
」
の
句
は
譬
喩
で
、「
諸
義
利
成
就
」
の
句
は
法
説
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
杲
寶
・
賢
寶
は
こ
の
二
句
を
「
因
陀
羅

宗
の
如
く
諸
義
利
成
就
す
」
と
訓
ず
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
い
え
る
。

　
し
か
し
こ
れ
と
は
別
に
、『
声
字
実
相
義
口
筆
』
に
「
諸
義
利
成
就
」
の
句
を
釈
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
論
述
し
て
い
る
。

「
諸
義
利
成
就
」
等
と
は
後
の
一
句）
17
（

を
釈
す
。「
天
帝
自
造
」
等
の
文
は
『
疏
』
の
釈
な
り
。
但
し
『
疏
』
に
は
「
如
因
陀
羅
宗
」
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の
句
の
下
に
此
の
釈
有
り
。
今
降
し
て
「
諸
義
利
成
就
」
の
句
の
下
に
安
ず
。
相
違
に
似
た
り
と
雖
も
、
而
も
実
に
は
違
せ
ず
。

「
天
帝
の
声
論
を
引
い
て
以
て
証
と
為
」
と
は
、「
諸
義
利
成
就
」
の
義
を
顕
わ
さ
ん
が
為
な
り
。
二
句
相
連
し
て
離
分
す
べ
か

ら
ず
。
故
に
疏
家
の
前
の
句
を
釈
す
る
の
意
は
後
の
句
に
通
じ
、
宗
家
の
後
の
句
を
釈
す
る
の
意
は
前
の
句
に
渉
る
な
り
。

�

（『
真
言
宗
全
書
』
第
一
四
巻
、
一
四
二
頁
、
上
～
下
段
）

　
こ
れ
に
よ
る
な
ら
ば
、「
天
帝
自
造
～
何
況
如
来
於
方
自
在
耶
」
の
文
と
「
諸
義
利
成
就
者
」
の
句
と
が
『
大
日
経
疏
』
と
『
声

字
実
相
義
』
と
に
お
い
て
前
後
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
杲
寶
・
賢
寶
は
、
一
見
す
る
と
こ
の
段
落
の
文
意
（
意
図
）
が
両
者
に
お

い
て
相
違
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
に
は
相
違
は
無
い
と
い
う
。
何
故
な
ら
、
こ
の
段
落
に
「
天
帝
の
声
論
を
引
い
て
以
て

証
と
為
」
と
説
く
こ
と
は
、
正
に
「
諸
義
利
成
就
」
の
実
義
を
顕
わ
す
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
故
、『
大
日
経
疏
』
に
お
い
て
は
、「
如

因
陀
羅
宗
」
の
釈
文
の
中
に
「
天
帝
の
声
論
を
引
い
て
以
て
証
と
為
」
と
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
第
四
の
「
諸
義
利
成
就
」
の
句
に
も

通
じ
さ
せ
て
お
り
、『
声
字
実
相
義
』
に
お
い
て
は
、「
諸
義
利
成
就
」
の
釈
文
の
中
に
「
天
帝
の
声
論
を
引
い
て
以
て
証
と
為
」
と

説
く
こ
と
に
よ
っ
て
第
三
の
「
如
因
陀
羅
宗
」
の
句
に
も
通
じ
さ
せ
て
い
る
の
で
、『
大
日
経
疏
』
と
『
声
字
実
相
義
』
の
両
者
に

は
相
違
は
な
い
と
、
杲
寶
・
賢
寶
は
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
ま
た
杲
寶
・
賢
寶
が
、「
諸
義
利
成
就
の
義
を
顕
わ
さ
ん
が
為
な
り
。
二
句
相
連
し
て
離
分
す
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
の
は
、

「
如
因
陀
羅
宗
」
と
「
諸
義
利
成
就
」
の
句
は
、
能
証
の
譬
喩
と
所
証
の
法
説
の
関
係
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
分
離
す
る
こ
と
で
き
な

い
と
い
う
の
で
あ
り
、
結
果
、
杲
寶
・
賢
寶
は
こ
の
二
句
を
「
因
陀
羅
宗
の
如
く
諸
義
利
成
就
す
」
と
訓
じ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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ハ
、
宥
快
の
解
釈

　
最
後
に
宥
快
の
解
釈
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。『
声
字
実
相
義
研
心
鈔
』
に
は
、

是
れ
即
ち
、『
疏
』
は
「
諸
義
利
成
就
」
の
句
を
法
説
に
属
し
、
大
師
は
此
の
句
を
喩
説
に
属
せ
ん
が
為
と
見
え
た
り
。

�

（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
一
七
巻
、
四
五
六
頁
、
下
段
）

と
あ
り
、
ま
た
『
声
字
実
相
義
鈔
』
に
は
、

「
如
因
陀
羅
宗
」
等
と
文
り
。
此
の
二
句
、
疏
家
の
御
釈
は
、
初
の
一
句
を
譬
説
と
為
、
後
の
一
句
を
ば
法
説
に
属
す
。『
疏
』

に
云
く
「
諸
義
利
成
就
と
は
、
謂
く
如
来
の
真
言
は
一
一
の
言
に
於
て
」
等
と
文
り
。
今
高
祖
の
御
釈
は
譬
説
に
約
す
と
見
え

た
り
。
故
に
疏
家
と
高
祖
、
各
の
一
義
に
拠
っ
て
義
を
取
る
。

�

（『
真
言
宗
全
書
』
第
一
四
巻
、
二
二
〇
頁
、
上
段
）

と
論
述
し
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
文
に
よ
っ
て
、
宥
快
は
第
四
の
「
諸
義
利
成
就
」
の
句
は
、『
大
日
経
疏
』
に
よ
れ
ば
法
説
で
あ
り
、

空
海
の
『
声
字
実
相
義
』
に
よ
れ
ば
喩
説
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
句
の
訓
じ
方
は
、『
大
日
経
疏
』
の
文
脈

に
よ
れ
ば
「
因
陀
羅
宗
の
如
く
諸
義
利
成
就
す
」
と
、『
声
字
実
相
義
』
の
文
脈
で
は
「
因
陀
羅
宗
の
諸
義
利
成
就
せ
ん
が
如
し
」

と
訓
ず
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
宥
快
は
『
声
字
実
相
義
研
心
鈔
』
に
、
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問
う
、「
如
因
陀
羅
宗
諸
義
利
成
就
」〈
矣
〉。
今
此
の
二
句
は
共
に
喩
説
と
云
う
耶
。
─
中
略
─

答
う
、
二
句
共
に
喩
説
と
云
う
な
り
。
但
し
一
片
の
難
に
至
っ
て
は
、
疏
家
の
釈
に
依
ら
ば
、
尤
も
難
勢
の
如
し
。
今
は
大
師

の
御
意
に
任
せ
て
答
せ
ら
る
る
な
り
。
是
れ
即
ち
疏
家
と
大
師
と
各
の
一
義
に
拠
る
意
な
り
。

�

（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
一
七
巻
、
四
五
七
頁
、
下
～
上
段
の
取
意
）

と
論
述
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
宥
快
は
、「
大
師
の
御
意
に
任
せ
て
答
す
」
と
し
て
、『
声
字
実
相
義
』
に
従
っ
て
、
二
句
共
に
喩
説

で
あ
る
と
す
る
。
よ
っ
て
こ
こ
ま
で
の
宥
快
の
解
釈
は
、
頼
瑜
の
解
釈
と
同
様
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
宥
快
は
議
論
を
続
け
て
、

難
じ
て
云
く
、
経
文
の
起
尽
を
見
る
に
、
上
に
「
如
来
真
言
言
名
成
立
相
」
を
挙
ぐ
と
雖
も
、
彼
の
真
言
、
多
義
を
含
む
こ
と
、

未
だ
第
四
句
に
至
っ
て
顕
わ
れ
ず
。
前
の
言
名
成
立
、
多
義
を
含
む
こ
と
を
顕
わ
す
な
り
。
所
以
に
「
言
名
成
立
の
相
、
因
陀

羅
宗
の
如
し
。
諸
義
利
成
就
す
」
と
文
を
読
む
可
き
な
り
。
─
中
略
─
次
に
下
の
「
諸
義
利
成
就
者
」
等
の
御
釈
は
、「
天
帝

自
造
」
等
の
釈
は
、「
天
帝
自
造
」
よ
り
「
世
間
智
慧
猶
尚
如
此
」
に
至
る
ま
で
は
、
法
を
顕
わ
さ
ん
が
為
に
、
喩
の
因
陀
羅

宗
を
挙
ぐ
。「
諸
義
利
成
就
者
」
の
牒
文
を
ば
、
正
し
く
下
に
「
何
ぞ
況
ん
や
、
如
来
、
法
に
於
て
自
在
な
る
耶
」
と
釈
し
た

ま
う
な
り
。
仍
っ
て
『
疏
』
の
釈
、
同
ず
可
き
な
り
。
如
何
ん
。

答
う
、「
天
帝
自
造
」
等
、「
諸
義
利
成
就
」
の
釈
に
非
ず
と
云
う
事
、
然
る
可
か
ら
ず
。
已
に
「
能
く
一
言
に
於
て
具
に
衆
義

を
含
ず
」
と
。
豈
に
諸
義
利
成
就
の
意
に
非
ず
耶
。
但
し
法
説
の
諸
義
利
成
就
の
意
に
至
っ
て
は
、
顕
わ
れ
ず
と
難
に
云
わ
ば
、

元
よ
り
喩
は
、
法
を
顕
わ
さ
ん
が
為
な
り
。
爾
ら
ば
喩
の
諸
義
利
成
就
を
挙
げ
て
、
法
の
諸
義
利
成
就
を
顕
わ
す
と
意
得
た
り
。

何
の
相
違
有
り
耶
。
但
し
文
点
に
至
っ
て
は
、「
因
陀
羅
宗
の
諸
義
利
成
就
せ
ん
が
如
し
」
と
文
を
読
む
可
し
。
仍
っ
て
難
を
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成
ず
る
可
か
ら
ず
。
両
点

0

0

、
自
ら
疏
家
と
大
師
の
御
釈
に
叶
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
経
文
、
多
義
を
含
む
、
何
ぞ
局
定
有
る
耶
。
例
え
ば
『
菩
提

心
論）
18
（

』
の
「
太
虚
空
の
如
く
、
湛
然
常
寂
な
り
」
と
「
太
虚
空
の
湛
然
常
寂
な
る
が
如
し
」
の
文
、
両
点
に
依
る
。「
湛
然
常
寂
」

の
句
、
法
喩
に
亘
る
が
如
し
。
爾
ら
ば
過
無
し
と
答
し
申
す
可
き
な
り
。

�

（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
一
七
巻
、
四
五
八
頁
、
上
～
下
段
の
取
意
）

と
難
方
は
、
第
二
の
「
言
名
成
立
相
」
の
句
に
多
義
あ
る
こ
と
の
意
が
あ
り
、
そ
れ
を
第
三
の
「
如
因
陀
羅
宗
」
の
句
に
よ
っ
て
喩

え
て
い
る
。
し
か
し
、
第
四
の
「
諸
義
利
成
就
」
の
句
に
は
、
一
切
の
義
利
を
成
就
し
て
い
る
と
の
意
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
多
義

の
意
は
無
い
。
そ
れ
故
、
こ
の
三
句
は
、「
言
名
成
立
の
相
、
因
陀
羅
宗
の
如
し
。
諸
義
利
成
就
す
」
と
訓
ず
べ
き
で
あ
る
と
主
張

す
る
。
ま
た
空
海
が
、「
喩
を
引
い
て
如
因
陀
羅
宗
諸
義
利
成
就
と
説
く
」
の
文
に
つ
づ
け
て
、「
諸
義
利
成
就
者
」
と
し
て
『
大
日

経
疏
』
の
文
を
引
用
し
て
「
天
帝
自
造
～
世
間
智
慧
猶
尚
如
此
」
と
説
く
文
は
、
本
来
、「
如
因
陀
羅
宗
」
の
句
に
限
っ
て
釈
し
た

も
の
で
あ
り
、「
諸
義
利
成
就
者
」
に
対
す
る
正
し
き
釈
は
「
何
況
如
来
於
法
自
在
耶
」
の
文
に
あ
る
。
よ
っ
て
『
声
字
実
相
義
』

の
文
脈
に
お
い
て
も
『
大
日
経
疏
』
と
同
様
に
、
空
海
も
「
諸
義
利
成
就
」
の
句
は
譬
喩
と
し
て
で
は
な
く
、
法
説
で
あ
る
と
し
て

い
た
、
と
難
方
は
主
張
す
る
。

　
こ
れ
に
反
論
し
て
答
方
は
、
空
海
が
、
本
来
「
如
因
陀
羅
宗
」
の
釈
文
で
あ
っ
た
「
天
帝
自
造
～
世
間
智
慧
猶
尚
如
此
」
な
る
『
大

日
経
疏
』
の
文
を
、
文
章
を
前
後
さ
せ
て
ま
で
「
諸
義
利
成
就
者
」
の
釈
と
し
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
中
に
「
能
く

一
言
に
於
て
具
に
衆
義
を
含
ず
」
と
あ
る
こ
と
は
、『
大
日
経
疏
』
の
「
天
帝
自
造
～
世
間
智
慧
猶
尚
如
此
」
の
文
に
「
諸
義
利
成
就
」

の
意
が
あ
る
こ
と
を
、
空
海
は
看
取
し
て
引
用
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
譬
喩
は
所
証
の
法
を
顕
示
す
る
為
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
譬

喩
の
「
諸
義
利
成
就
」
を
も
っ
て
、
所
証
の
法
を
顕
示
す
る
と
理
解
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
っ
て
、
結
果
、
空
海
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
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は
、「
諸
義
利
成
就
」
の
句
は
譬
喩
で
あ
り
、「
因
陀
羅
宗
の
諸
義
利
成
就
せ
ん
が
如
し
」
と
訓
ず
べ
き
で
あ
る
と
、
答
方
、
す
な
わ

ち
宥
快
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
「
言
名
成
立
の
相
、
因
陀
羅
宗
の
如
し
。
諸
義
利
成
就
す
」
と
の
訓
じ
方
は
、『
大
日
経
疏
』
の
意
に
叶
う
も
の
で
あ
り
、

今
示
し
た
「
因
陀
羅
宗
の
諸
義
利
成
就
せ
ん
が
如
し
」
と
の
訓
じ
方
は
、
空
海
の
『
声
字
実
相
義
』
の
意
に
叶
う
も
の
で
、
ど
ち
ら

か
一
方
を
正
し
い
と
決
定
す
る
必
要
は
な
い
と
宥
快
は
い
う
。
そ
れ
は
『
菩
提
心
論
』
の
「
如
太
虚
空
湛
然
常
寂
」
と
い
う
文
に
対

し
て
も
、
二
通
り
の
訓
じ
方
が
あ
る
こ
と
を
、
そ
の
理
由
に
挙
げ
る
の
で
あ
る
。

ニ
、『
吽
字
義
』「
猶
如
因
陀
羅
宗
一
切
義
利
悉
皆
成
就
」
の
文
と
の
関
係

　『
声
字
実
相
義
』
の
「
如
因
陀
羅
宗
諸
義
利
成
就
」
の
文
と
関
連
す
る
文
が
『
吽
字
義
』
に
も
あ
り
、
こ
こ
で
簡
単
に
触
れ
て
お

き
た
い
。
そ
の
文
は
「
猶
如
因
陀
羅
宗
一
切
義
利
悉
皆
成
就
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
阿
訶
汙
麼
の
四
字
の
各
々
に
理
・
教
・

行
・
果
等
を
摂
し
尽
く
し
て
い
る
こ
と
を
、
因
陀
羅
宗
に
喩
え
て
説
い
た
文
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
『
吽
字
義
』
の
文
に
対
す
る
頼

瑜
等
の
見
解
を
以
下
に
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
頼
瑜
の
『
吽
字
義
探
宗
記
』
に
は
、

『
疏
』
の
第
七
に
云
く
、「
─
前
掲
の
故
、
略
す
─
」
と
文
り
。
此
の
釈
は
「
諸
義
理マ
マ

成
就
」
の
句
を
法
に
属
す
。
今
の
文
は
喩

0

0

0

0

0

説
と
為
す
歟

0

0

0

0

0

。『
声
字
義
』
に
は
喩
と
為
〈
矣
〉。

�

（『
真
言
宗
全
集
』
第
一
五
巻
、
九
八
頁
、
上
段
）
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と
あ
り
、『
大
日
経
疏
』
の
文
脈
で
は
「
諸
義
利
成
就
」（
一
切
義
利
悉
皆
成
就
）
の
句
は
法
説
で
あ
り
、
今
の
『
吽
字
義
』
の
「
一

切
義
利
悉
皆
成
就
」
は
喩
説
と
す
べ
き
で
な
か
ろ
う
か
と
し
て
お
り
、『
声
字
実
相
義
』
の
時
と
同
様
の
立
場
を
採
っ
て
い
る
。
ま

た
宥
快
は
『
吽
字
義
鈔
』
に

『
疏
』
の
七
に
「
─
前
掲
の
故
、
略
す
─
」
と
文
り
。
此
の
御
釈
の
意
は
、「
一
切
義
利
悉
皆
成
就
」
と
は
法
説
と
見
え
候
。
高

祖
の
『
声
字
義
』
に
、
─
中
略
─
「
諸
義
利
成
就
」
は
共
に
譬
説
な
り
可
し
と
見
え
候
。
左
様
に
候
わ
ば
、
疏
家
と
高
祖
は
、

各
の
一
義
に
據
る
と
意
得
る
可
き
に
て
候
。
但
し
『
声
字
義
』
の
御
釈
も
法
説
の
「
諸
義
利
成
就
」
を
釈
成
せ
ら
れ
候
時
、
譬

説
の
意
を
先
ず
挙
げ
て
其
の
義
を
明
か
せ
ら
れ
候
間
、
彼
も
法
説
と
取
る
こ
と
相
違
無
き
に
て
候
。
左
様
に
候
わ
ば
、「
一
切

義
利
悉
皆
成
就
」
も
法
説
と
取
る
可
き
に
て
候
。

�

（『
真
言
宗
全
集
』
第
一
五
巻
、
二
〇
四
頁
、
上
段
）

と
し
、
ま
た
『
吽
字
義
命
息
鈔
』
に
は
、

「
一
切
義
利
悉
皆
成
就
」
と
文
り
。
此
の
二
句
、
法
譬
通
局
の
事
、『
声
字
義
抄
』
の
如
し
。

�

（『
続
真
言
宗
全
集
』
第
一
八
巻
、
二
二
一
頁
、
上
段
）

と
解
釈
し
て
お
り
、
宥
快
は
『
声
字
実
相
義
』
に
対
す
る
も
の
と
同
様
の
解
釈
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
吽
字
義
』
の
「
一
切

義
利
悉
皆
成
就
」
は
喩
説
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
法
説
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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ホ
、
小
結

　
以
上
、
頼
瑜
と
杲
寶
・
賢
寶
と
宥
快
に
お
け
る
「
如
因
陀
羅
宗
諸
義
利
成
就
」
の
文
の
訓
じ
方
に
対
す
る
解
釈
を
見
て
き
た
。
結

果
、
頼
瑜
と
宥
快
は
、『
大
日
経
疏
』
に
よ
る
「
因
陀
羅
宗
の
如
し
。
諸
義
利
成
就
す
」
と
『
声
字
実
相
義
』
に
よ
る
「
因
陀
羅
宗

の
諸
義
利
成
就
せ
ん
が
如
し
」
と
の
二
様
の
訓
じ
方
を
認
め
た
上
で
、
後
者
の
訓
じ
方
を
採
る
。
こ
れ
に
対
し
て
東
寺
の
杲
寶
・
賢

寶
は
、『
大
日
経
疏
』
と
『
声
字
実
相
義
』
に
は
相
違
が
な
く
、
そ
れ
故
、「
因
陀
羅
宗
の
如
し
。
諸
義
利
成
就
す
」
と
の
訓
じ
方
を

採
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
参
考
ま
で
に
、『
弘
法
大
師
全
集
』・『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』・
智
山
版
『
十
巻
章
』
の
読
み
を
掲
げ
て
お
く
。

「
等
正
覚
真
言

　言
名
成
立
相

　如
因
陀
羅
宗

　諸
義
利
成
就）
19
（

」

等
正
覚
の
真
言
言
名
成
立
の
相
は
、
因
陀
羅
宗
の
如
く
に
し
て
、
諸
の
義
利
成
就
せ
り
。

�
（『
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
輯 

五
二
三
頁
・『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
巻 

三
七
頁
）

等
正
覚
の
真
言
の
言
名
成
立
の
相
は
、
因
陀
羅
宗
の
諸
義
利
成
就
せ
る
が
如
し
。

�

（
智
山
版
『
十
巻
章
』
本
文
編 

二
八
頁
・
訓
読
編 

三
〇
頁
）

三
、「
因
飲
食
睡
眠
修
習
梵
行
三
摩
地
等
」

イ
、
頼
瑜
の
解
釈

　『
声
字
実
相
義
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
、「
修
習
梵
行
三
摩
地
」
な
る
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
文
に
つ
い
て
、
頼
瑜
は
『
声
字
実
相
義
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愚
草
』
巻
下
「
梵
行
三
昧
地
二
縁
歟
事）
20
（

」
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
ず
る
。

問
う
、「
修
習
梵
行
三
摩
地
」
等
と
文
り
。
今
此
の
「
梵
行
三
摩
地
」
は
二
縁
な
り
と
云
う
べ
し
耶
。

答
う
、〈
云
云
〉。

難
じ
て
云
く
、
若
し
二
縁
と
云
わ
ば
、『
倶
舎
』
等
の
中）
21
（

に
、
能
長
養
縁
を
挙
ぐ
る
中
、
等
持
の
外
に
梵
行
を
挙
ぐ
る
こ
と
無
し
。

知
る
べ
し
、
今
の
「
梵
行
」
は
「
三
摩
地
」
を
指
す
べ
き
な
り
。
若
し
之
れ
に
依
っ
て
此
の
如
く
な
ら
ば
、
慈
恩
と
遁
麟
は
倶

に
四
縁
と
釈
す
。
若
し
梵
行
、
別
立
せ
ざ
れ
ば
、
何
ぞ
四
縁
と
云
う
耶
。
爾
ら
ば
何
ん
。

答
う
、
梵
行
と
三
摩
地
、
別
縁
な
る
べ
し
。
文
点）
22
（

に
云
く
「
梵
行
を
修
習
す
る
と
三
摩
地
な
り
」
と
読
む
べ
し
。
或
い
は
又
た

「
梵
行
と
三
摩
地
と
を
修
習
す
」
と
読
む
べ
し
。
慈
恩
と
遁
麟）
23
（

、
倶
に
「
要
藉
四
縁）
24
（

」
と
釈
す
。
即
ち
此
の
意
な
り
〈
矣
〉。
但

し
一
辺
の
御
難
に
至
っ
て
は
、
大
小
の
意
の
異
な
り
。
彼
の
四
縁
、
梵
行
を
除
い
て
塗
洗
等
を
加
う
。
今
は
塗
洗
を
除
い
て
梵

行
を
立
つ
る
な
り
。
況
ん
や
復
た
『
雑
心
論
』
の
中
に
持
戒
梵
行
を
長
養
と
云
う）
25
（

と
見
え
た
り
。

或
い
は
難
じ
て
云
く
、『
雑
心
』
の
義
は
世
親
論
主
の
破
す
る
所
の
義
な
り
。『
光
』
に
云
く
「
此
れ
唯
だ
損
無
く
、
別
位
に
非

ず
有
益
な
り）
26
（

」
と
文
り
。
何
ん
。

答
う
、
大
乗
の
意
は
梵
行
、
別
位
と
立
つ
る
な
り
。
持
戒
梵
行
等
、
未
だ
必
ず
し
も
三
摩
地
な
ら
ざ
る
故
に
。

�

（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
一
七
巻
、
三
九
一
頁
、
上
～
下
段
）

　
こ
の
論
義
は
、「
修
習
梵
行
三
摩
地
」
の
文
は
「
梵
行
」
と
「
三
摩
地
」
と
は
同
体
で
あ
る
一
縁
な
の
か
、
そ
れ
と
も
別
体
で
あ

る
二
縁
な
の
か
を
論
ず
る
も
の
で
、
こ
の
両
者
は
別
体
な
る
二
縁
で
あ
る
と
決
択
す
る
。
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ま
ず
難
方
は
、
圓
暉
の
『
倶
舎
論
頌
疏
』
に
、
能
長
養
と
し
て
飲
食
・
資
助
（
塗
洗
）・
睡
眠
・
等
持
の
四
つ
資
糧
を
挙
げ
て
い

る
が
、
こ
こ
に
梵
行
の
語
が
無
い
の
は
、
等
持
（
三
摩
地
）
と
梵
行
は
同
体
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
、
一
縁
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
慈
恩
大
師
基
の
『
瑜
伽
師
地
論
略
纂
』
や
遁
倫
の
『
瑜
伽
論
記
』
に
は
、
こ
の
『
瑜
伽
師
地
論
』

の
「
飲
食
睡
眠
修
習
梵
行
三
摩
地
」
を
以
て
「
要
ず
四
縁
に
藉
る
」
と
釈
し
て
い
る
。
も
し
、
梵
行
と
三
摩
地
と
が
一
縁
で
あ
る
な

ら
ば
、
両
者
は
三
縁
と
釈
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
梵
行
と
三
摩
地
と
は
別
縁
で
あ
る
、
と
の
両
方
の
説
を
挙
げ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
答
方
（
頼
瑜
）
は
、
梵
行
と
三
摩
地
と
は
別
縁
で
あ
る
と
す
る
。
何
故
な
ら
、
小
乗
に
お
け
る
能
長
養
の
四
縁
は
、

梵
行
を
除
い
て
塗
洗
を
加
え
た
、
飲
食
・
資
助
（
塗
洗
）・
睡
眠
・
等
持
で
あ
り
、
大
乗
に
お
い
て
は
、
塗
洗
を
除
い
て
梵
行
を
加

え
た
、
飲
食
・
睡
眠
・
梵
行
・
定
（
三
摩
地
）
で
あ
る
。
今
は
大
乗
の
論
書
で
あ
る
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
文
に
よ
る
の
で
、
梵
行
と

三
摩
地
と
は
別
縁
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
こ
こ
で
は
、「
梵
行
三
摩
地
を
修
習
す
」
と
一
縁
に
訓
ず
る
の
で
は
な
く
、「
梵
行
を
修
習
す

る
と
三
摩
地
な
り
」
ま
た
は
「
梵
行
と
三
摩
地
と
を
修
習
す
」
と
二
縁
に
訓
ず
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
こ
と
を
簡
潔
に
『
声
字
義
開
秘
鈔
』
の
中
で
つ
ぎ
の
よ
う
述
べ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

今
の
四
縁
と
は
、「
梵
行
三
摩
地
」
を
二
縁
と
為
す
な
り
。「
修
習
」
の
言
は
、
或
い
は
「
梵
行
」
に
就
き
、
或
い
は
二
縁
に
被

る
な
り
。
第
三
の
下
の
釈
に
云
く
、「
食
所
長
養
眼
、
睡
眠
長
養
眼
、
梵
行
長
養
眼
、
定
所
長
養
眼）
27
（

」
と
文
り
。

�

（『
真
言
宗
全
書
』
第
一
四
巻
、
九
二
頁
、
下
段
）

ロ
、
道
範
と
杲
寶
・
賢
寶
の
解
釈

　
つ
ぎ
に
他
の
学
匠
の
解
釈
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
道
範
の
『
声
字
実
相
義
抄
』
の
当
該
箇
所）
28
（

、
及
び
杲
寶
・
頼
寶
の
『
声
字
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実
相
義
口
筆
』
の
当
該
箇
所）
29
（

に
は
、「
因
飲
食
睡
眠
修
習
梵
行
三
摩
地
等
」
の
訓
じ
方
に
関
す
る
論
及
は
な
い
。

ハ
、
宥
快
の
解
釈

　
そ
こ
で
宥
快
に
目
を
移
せ
ば
、『
声
字
実
相
義
研
心
鈔
』
の
中
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
修
習
梵
行
三
摩
地
」〈
矣
〉。
一
義
に
云
く
、
梵
行
即
ち
三
摩
地
な
り
。
別
の
縁
に
は
非
ず
。『
倶
舎
論
』
の
中
に
、
等
持
の
外

に
別
に
梵
行
を
挙
ぐ
る
こ
と
、
之
れ
無
き
が
故
に
と
〈
云
云
〉。
一
義
に
云
く
、
梵
行
と
三
摩
地
と
の
二
縁
な
り
。
慈
恩
と
遁

隣
に
は
皆
な
四
縁
と
云
う
。
若
し
梵
行
三
摩
地
、
一
縁
に
し
て
別
に
之
れ
無
け
れ
ば
、
何
ぞ
四
縁
と
云
わ
ん
乎
。
所
謂
る
梵
行

は
清
浄
の
行
な
り
。
三
摩
地
は
定
な
り
。「
修
習

0

0

」
の
言
は
二
に
通
ず

0

0

0

0

0

0

0

。
所
詮
修
習
梵
行
三
摩
地
と
意
得
る
可
き
な
り

�

（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
一
七
巻
、
五
三
七
頁
、
上
～
下
段
）

　
こ
の
中
で
宥
快
は
、
小
乗
で
は
梵
行
と
三
摩
地
と
は
同
体
一
縁
と
し
、
小
乗
で
は
別
体
二
縁
と
す
る
二
義
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
た

上
で
、
後
者
の
大
乗
の
義
に
立
つ
。
こ
れ
は
頼
瑜
と
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
け
て
「
修
習
の
言
は
二
に
通
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
述
べ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
宥
快
は
「
修
習
梵
行
三
摩
地
」
を
「
梵
行
と
三
摩
地
と
を
修
習
す
」
と
だ
け
、
訓
ず
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

ニ
、
小
結

　
以
上
、
頼
瑜
と
宥
快
の
「
修
習
梵
行
三
摩
地
」
の
訓
じ
方
を
見
て
き
た
。
結
果
、
頼
瑜
は
「
梵
行
三
摩
地
を
修
習
す
」
と
訓
ず
る
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の
で
は
な
く
、「
梵
行
を
修
習
す
る
と
三
摩
地
な
り
」
も
し
く
は
「
梵
行
と
三
摩
地
と
を
修
習
す
」
と
訓
ず
べ
き
と
し
、
宥
快
は
「
梵

行
と
三
摩
地
と
を
修
習
す
」
と
だ
け
訓
ず
べ
き
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
参
考
ま
で
に
、『
弘
法
大
師
全
集
』・『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』・
智
山
版
『
十
巻
章
』
の
読
み
を
掲
げ
て
お
く
。

「
因
飲
食
睡
眠
修
習
梵
行
三
摩
地
等
」

飲
食
・
睡
眠
・
修
習
梵
行
・
三
摩
地
等
に
因
っ
て
、

�

（『
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
輯 

五
二
九
頁
）

�

（
智
山
版
『
十
巻
章
』
本
文
編 

三
六
頁
・
訓
読
編 

三
七
頁
）

飲
食
・
睡
眠
に
由よ

因
っ
て
梵
行
・
三
摩
地
等
を
修
習
す
る
が
ご
と
く
、

�

（『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
巻 

四
四
頁
）

四
、「
此
大
種
極
微
與
餘
聚
集
能
造
所
造
色
處
倶
故
」

　
最
後
に
、『
声
字
実
相
義
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
「
此
大
種
極
微
與
餘
聚
集
能
造
所
造
色
處
倶
故
」
な
る
文

に
お
い
て
も
、
頼
瑜
は
「
文
点
を
読
む
べ
し
」
と
し
て
、
異
な
る
訓
じ
方
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
に
つ
い
て
論
ず
る
と
、

本
稿
で
与
え
ら
れ
た
文
字
数
を
超
過
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
文
は
次
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。
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註（
１
）
道
範
撰
『
声
字
実
相
義
抄
』（『
真
言
宗
全
集
』
第
一
四
巻
、
一
三
頁
・

上
段
）

（
２
）
洛
東
智
積
院
の
伝
法
大
会
に
お
い
て
、
注
記
者
が
論
難
の
要
旨
を
竪

者
に
申
し
上
げ
る
文
言
を
「
義
科
」
と
称
す
る
が
、
こ
こ
で
は
「
義
」

は
意
味
内
容
、「
科
」
は
類
別
や
区
分
の
意
で
、
区
別
す
る
こ
と
と
意

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）
宗
祖
弘
法
大
師
ご
誕
生
千
二
百
五
十
年
記
念
出
版
『
十
巻
章
』（
令
和

五
年
三
月
二
十
一
日
、
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
）
を
、
こ
こ
で
は
仮

に
「
智
山
版
『
十
巻
章
』」
と
し
た
。
以
下
同
様
で
あ
る
。

（
４
）『
声
字
実
相
義
愚
草
』
の
こ
の
算
題
と
同
様
の
内
容
が
、
頼
瑜
撰
『
声

字
義
開
秘
鈔
』（『
真
言
宗
全
書
』
第
一
四
巻
、
六
五
頁
、
下
～
上
段
）

に
も
あ
る
。

（
５
）『
続
真
言
宗
全
集
』
に
は
「
外
」
と
あ
る
が
、
総
本
山
智
積
院
新
文
庫

所
蔵
の
写
本
に
は
、「
譬
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
文
意
を
鑑
み
て

「
譬
」
に
改
め
た
。
以
下
同
様
。

（
６
）『
声
字
実
相
義
』（
智
山
版
『
十
巻
章
』
本
文
編
　
二
九
頁
・
訓
読
編
　

三
一
頁
）

（
７
）『
続
真
言
宗
全
集
』
に
は
「
言
之
」
と
あ
る
が
、
総
本
山
智
積
院
新
文

庫
所
蔵
の
写
本
に
は
、「
言
々
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
文
意
を
鑑
み

て
「
言
言
」
に
改
め
た
。

（
８
）
第
四
の
句
と
は
「
諸
義
利
成
就
」
の
句
を
指
す
。

（
９
）
第
三
の
句
と
は
「
如
因
陀
羅
宗
」
の
句
を
指
す
。

（
10
）『
続
真
言
宗
全
書
』
に
は
「
文
歟
。
随
二
様
」（『
続
真
言
宗
全
書
』
第

一
七
巻
、
三
四
四
頁
・
上
段
）
と
あ
る
が
、
総
本
山
智
積
院
新
文
庫

所
蔵
の
写
本
に
は
、「
文
点
随
二
様
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
文
意
を

鑑
み
て
「
文
点
、
随
っ
て
二
様
な
り
」
と
改
め
て
読
ん
だ
。

（
11
）
恐
ら
く
「
此
」
の
字
は
誤
り
で
、「
有
」
の
字
が
正
し
い
。

（
12
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
一
巻
、
一
四
頁
、
上
段
の
文
。

（
13
）
佐
伯
定
胤
校
訂
『
新
導
　
成
唯
識
論
』
一
一
三
頁
の
傍
注
に
「
有
の
字
、

二
た
び
與ヨ

女メ

」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

（
14
）『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
「
次
に
能
所
平
等
門
を
説
か
ん
。
能
所
平
等
門
と

言
う
は
、
人
法
体
用
理
智
平
等
に
し
て
差
別
無
き
が
故
に
。
謂
く
─

中
略
─
能
証
の
正
智
と
所
証
の
如
理
と
平
等
一
体
に
し
て
差
別
無
き

が
故
に
。
一
体
を
以
て
の
故
に
二
体
有
る
こ
と
無
し
。
二
体
無
き
が

故
に
亦
た
一
体
無
し
。
二
も
無
く
一
も
無
け
れ
ば
、
亦
た
無
も
無
き
耳
」

（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
二
巻
、
六
四
三
頁
、
中
段
）
と
、
説
か

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

（
15
）『
続
真
言
宗
全
書
』
第
一
七
巻
、
三
四
四
頁
・
上
段
の
文
。

（
16
）『
真
言
宗
全
書
』
第
一
四
巻
、
一
五
頁
、
下
段
～
一
七
頁
、
上
段
の
文
。

（
17
）「
後
の
一
句
」
と
は
、「
如
因
陀
羅
諸
義
利
成
就
」
の
後
半
の
「
諸
義

利
成
就
」
の
句
の
こ
と
を
指
す
。

（
18
）『
菩
提
心
論
』
の
「
如
太
虚
空
湛
然
常
寂
」
の
文
を
、
智
山
版
『
十
巻

章
』
で
は
「
太
虚
空
の
如
く
に
し
て
湛
然
常
寂
な
り
」（
本
文
編
　
一

九
五
頁
・
訓
読
編
　
二
〇
三
頁
）
と
訓
じ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
文
は

『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
智
山
版
『
十
巻
章
』
で
は
「
太

虚
空
の
湛
然
常
寂
な
る
が
如
し
」（
本
文
編
　
一
四
七
頁
・
訓
読
編
　

一
四
七
頁
）
と
訓
じ
て
い
る
。
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（
19
）『
大
日
経
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
一
八
巻
、
九
頁
、
下
段
）
の
文
。

（
20
）『
続
真
言
宗
全
集
』
巻
下
の
論
題
の
目
次
（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
一

七
巻
、
三
七
〇
頁
・
下
段
）
に
は
「
梵
行
三
昧
地
三
縁

0

0

歟
事
」
と
あ

る
が
、
総
本
山
智
積
院
新
文
庫
所
蔵
の
写
本
に
は
、「
二
縁
」
と
あ
る

こ
と
に
よ
り
、
論
義
の
意
を
鑑
み
て
「
梵
行
三
昧
地
二
縁

0

0

歟
事
」
に

改
め
た
。

（
21
）
圓
暉
述
『
倶
舎
論
頌
疏
』
に
「
且
く
能
長
養
に
其
れ
四
種
有
り
。
一

に
は
則
ち
飲
食
、
二
に
は
則
ち
資
助
、
塗
洗
の
如
き
な
り
。
三
に
は

則
ち
睡
眠
、
四
に
は
則
ち
等
持
な
り
。
此
の
四
つ
勝
縁
の
資
に
し
て

五
根
を
益
す
」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
一
巻
、
八
二
九
頁
、
中
段
）

等
と
、「
飲
食
」「
資
助
」「
睡
眠
」「
等
持
」
の
四
つ
を
挙
げ
て
い
る
が
、

こ
の
中
に
「
梵
行
」
を
挙
げ
て
い
な
い
こ
と
を
指
す
。

（
22
）『
続
真
言
宗
全
書
』
に
は
「
文
就
」
と
あ
る
が
、
総
本
山
智
積
院
新
文

庫
所
蔵
の
写
本
に
「
文
点
」
と
あ
る
こ
に
よ
り
改
め
た
。

（
23
）「
遁
麟
」
と
あ
る
が
、『
倶
舎
論
頌
疏
記
』
の
著
者
の
遁
麟
で
は
な
く
、

『
瑜
伽
論
記
』
の
著
者
で
あ
る
「
遁
倫
」
の
こ
と
で
あ
る
。

（
24
）
窺
基
撰
『
瑜
伽
師
地
論
略
纂
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
三
巻
、

一
九
頁
、
中
段
）・
遁
倫
撰
『
瑜
伽
論
記
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第

四
二
巻
、
三
三
一
頁
、
下
段
）
の
文
。

（
25
）
法
救
造
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
に
「
彼
の
眼
界
は
二
種
な
り
。
報
と
及

び
長
養
と
な
り
。
─
中
略
─
眠
と
及
び
衆
具
と
梵
行
と
正
受
と
の
所

長
養
の
故
に
、
是
れ
長
養
な
り
」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
二
八
巻
、

八
七
九
頁
、
上
段
）
と
あ
る
文
。

（
26
）
普
光
述
『
倶
舎
論
記
』
に
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
一
巻
、
四
一

頁
、
下
段
）「
雑
心
の
師
の
説
有
り
、
持
戒
梵
行
も
亦
た
能
長
養
な
り

と
。
論
主
破
し
て
言
く
、
此
れ
は
唯
だ
損
無
き
の
み
に
し
て
、
所
長

養
の
体
に
益
有
る
に
非
ず
」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
一
巻
、
四

一
頁
、
下
段
）
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

（
27
）
彌
勒
菩
薩
説
『
瑜
伽
師
地
論
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
〇
巻
、

二
九
二
頁
、
中
段
）
の
文
。

（
28
）
道
範
撰
『
声
字
実
相
義
抄
』（『
真
言
宗
全
書
』
第
一
四
巻
、
二
七
頁
、

下
段
）
の
箇
所
を
指
す
。

（
29
）
杲
寶
口
・
賢
寶
記
『
声
字
実
相
義
口
筆
』（『
真
言
宗
全
書
』
第
一
四
巻
、

一
七
五
頁
、
下
段
）
の
箇
所
を
指
す
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

区
別
名
義
・
諸
義
利
成
就
・『
大
日
経
疏
』・
梵
行
・
三
摩
地
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